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市
町
村
合
併

問

10
月
１
日
に
は
甲
賀
市
、
野

洲
市
、
湖
南
市
が
誕
生
し
、
来

年
に
は
高
島
市
、
東
近
江
市
、
米
原

市
が
誕
生
す
る
な
ど
、
県
内
の
市
町

村
合
併
が
進
む
中
で
、
法
期
限
を
来

年
３
月
に
控
え
、
県
と
し
て
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

体
で
あ
る
市
町
村
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て

住
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

ら
れ
る
自
立
し
た
自
治
体
を
構
築
し
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
新

し
い
自
治
そ
の
も
の
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
く
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
議
論
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

県
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
か
ら
市

町
村
合
併
を
県
自
ら
の
極
め
て
重
要

な
課
題
と
位
置
付
け
、
積
極
的
な
支

援
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
合

答

本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代

を
迎
え
、
住
民
に
身
近
な
自
治

地
下
水
汚
染
の
防
止

問

土
壌
汚
染
対
策
法
が
昨
年
２

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
地

下
水
汚
染
の
実
態
と
課
題
、
今
後
の

土
壌
や
地
下
水
の
汚
染
防
止
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
判
明
し
た
55
箇
所
の
有
機
塩
素

系
化
合
物
に
よ
る
汚
染
地
域
は
、
現

在
、
24
箇
所
に
ま
で
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
汚
染
地
域
の

解
消
に
向
け
、
さ
ら
な
る
原
因
究
明

や
汚
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
等
の
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

土
壌
を
汚
染
し
た
物
質
は
雨
と
と

も
に
土
に
染
み
込
み
地
下
水
に
達
し

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
土
壌
と
地
下

水
を
一
体
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、

汚
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
県
で
は
、
土
壌
と
地
下
水

に
つ
い
て
の
調
査
方
針
な
ど
を
定
め

た
「
土
壌
・
地
下
水
汚
染
に
係
る
調

査
・
対
策
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た

が
、
当
面
こ
の
指
針
と
関
係
法
令
の

適
切
な
運
用
を
図
り
つ
つ
、
経
験
と

実
態
の
デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
、
今
後

の
有
効
な
対
策
に
つ
い
て
十
分
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

県
で
は
、
昭
和
61
年
度
か
ら

延
べ
１
９
０
０
箇
所
の
地
下
水

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

問

地
域
・
職
域
で
の
自
主
的
な

防
犯
活
動
を
県
全
体
で
充
実
さ

答

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

の
た
め
に
は
、
警
察
や
行
政
の

併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る
来
年
３
月

を
控
え
、
各
地
域
で
今
も
真
剣
な
取

り
組
み
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
地
域
に
対
し
て
は
、
精
一
杯

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

湖北地域の森林

取
り
組
み
に
加
え
、
県
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
自
ら
の
安
全
は
自
ら

が
守
る
と
い
う
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

県
で
は
、
昨
年
の
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
施
行
以
来
、
地
域
レ
ベ

ル
で
は
、
小
学
校
区
単
位
で
の
自
主

活
動
団
体
の
立
ち
上
げ
を
促
進
し
、

職
域
レ
ベ
ル
で
は
、
県
域
の
職
域
団

体
が
実
施
す
る
防
犯
活
動
の
支
援

や
、
実
践
県
民
会
議
の
構
成
団
体
へ

の
具
体
的
な
行
動
の
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
警
察
、
行

政
と
県
民
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ

た
各
種
犯
罪
抑
止
対
策
を
さ
ら
に
効

果
的
に
推
進
し
、
地
域
・
職
域
で
の

様
々
な
自
主
防
犯
活
動
に
で
き
る
限

り
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
条
例

問

琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
条
例
が

今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
の
新
し
い
森
林
づ
く
り

の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

や
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
広
報
誌
プ
ラ
ス
ワ
ン
で
の
特
集

等
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
森
林
の
価
値
や
役
割
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
併
せ
、
県
民

の
皆
さ
ん
が
森
林
づ
く
り
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
県
有
林
を
活

用
し
た
体
験
的
な
森
林
環
境
学
習
の

実
施
や
、
地
域
の
森
林
づ
く
り
の
あ

答

条
例
施
行
以
降
、
県
内
各
地

で
「
森
林
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

り
方
に
つ
い
て
広
く
意
見
や
提
言
を

い
た
だ
く
場
づ
く
り
等
の
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
在
、「
環
境
に
配

慮
し
た
森
林
づ
く
り
」、「
県
民
と
の

協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
」、「
森
林

資
源
の
循
環
利
用
の
促
進
」、「
次
代

の
森
林
を
支
え
る
人
づ
く
り
」
の
４

つ
を
柱
に
、
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
基

本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

せ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

9
月
定
例
会
質
問
一
覧

上
田
　
昌
之
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
三
位
一
体
改
革
と
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

▼
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

▼
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

▼
エ
コ
タ
ウ
ン
計
画
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
条
例
の
普
及
お
よ
び
森
林
づ

く
り
の
具
体
の
展
開
に
つ
い
て

▼
救
急
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

▼
今
後
の
産
業
振
興
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

三
浦
　
治
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
と
本
県
農

政
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
に
伴
う
都
市
計
画
区
域
の
再
編
成
に

つ
い
て

▼
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
制
度
の
検
討
状
況
に

つ
い
て

▼
中
学
校
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
三
位
一
体
改
革
と
県
財
政
構
造
改
革
に
つ
い
て

▼
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）
び
わ
こ
栗
東
駅
の
設
置

に
つ
い
て

▼
観
光
振
興
に
つ
い
て

▼
勤
労
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

▼（
仮
称
）
し
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
戦
略
プ
ラ
ン

（
案
）
に
つ
い
て

▼
学
校
教
育
問
題
に
つ
い
て

▼
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

佐
野
　
高
典
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
知
事
の
政
治
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

1
北
方
領
土
訪
問
に
つ
い
て

2
監
査
委
員
の
指
摘
に
つ
い
て

3
市
町
村
合
併
に
関
連
し
て

▼
交
通
対
策
と
有
料
道
路
事
業
に
つ
い
て

▼
学
力
向
上
に
つ
い
て

▼
犯
罪
防
止
に
つ
い
て

清
水
　
克
実
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
公
益
通
報
者
保
護
に
つ
い
て

▼
県
土
の
総
合
的
点
検
に
つ
い
て

▼
副
読
本
に
つ
い
て

山
田
　
和
　
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
歩
車
分
離
式
信
号
に
つ
い
て

▼
県
版
経
済
振
興
特
区
計
画
に
つ
い
て

▼
激
減
す
る
在
来
魚
に
対
す
る
官
民
一
体
で
の
保

護
、
栽
培
養
殖
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て

杼
木
　
捨
蔵
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
目
指
す
産
業
構
造
と
産
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

西
沢
　
久
夫
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
滋
賀
県
中
期
計
画

の
達
成
見
通
し
に
つ
い
て

▼
市
町
村
の
避
難
施
設
の
耐
震
補
強
支
援
策
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
へ
の
利
用
者
心
理
に
つ
い
て

▼
水
害
等
に
備
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
擁
壁
・

土
留
工
の
点
検
に
つ
い
て

▼
高
等
学
校
教
育
に
つ
い
て

徳
永
　
久
志
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
私
学
助
成
に
つ
い
て

▼
湖
沼
の
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
政
策
評
価
書
に

つ
い
て

▼
学
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
均
衡
あ
る
県
土
の
発
展
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
条
例
と
地
下
水
汚
染
防
止
に

つ
い
て

▼
自
閉
症
等
発
達
障
害
に
対
す
る
特
別
支
援
教
育
に

つ
い
て
ー
自
律
で
き
る
一
貫
教
育
・
総
合
支
援
に

向
け
て

▼
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
制
度
の
変
更
と
高
等

学
校
教
育
に
つ
い
て

北
野
　
加
代
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
新
税
の
考
え
方
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
産
業
廃
棄
物

処
分
場
に
つ
い
て

梅
村
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
災
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

▼
土
壌
・
地
下
水
汚
染
対
策
に
つ
い
て

▼
小
児
救
急
電
話
相
談
「
＃
８
０
０
０
番
」
に
つ
い

て
▼
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

山
田
　
尚
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
雇
用
問
題
に
つ
い
て

森
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
財
政
改
革
の
あ
る
べ
き
方
向
に
つ
い
て

▼
湖
北
合
併
の
変
転
と
県
の
責
任
に
つ
い
て

▼
高
等
学
校
通
学
区
域
制
度
に
つ
い
て

▼
青
写
真
焼
き
つ
け
不
正
請
求
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
迷
惑
行
為
等
防
止
条
例
に
つ
い
て

桐
山
　
ヒ
サ
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

▼
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
全
頭
検
査
の
継
続
に
つ
い
て

▼
障
害
児
学
校
の
寄
宿
舎
設
置
に
つ
い
て

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
た
県
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

小
寺
　
裕
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
立
学
校
長
の
採
用
特
別
選
考
に
つ
い
て

▼
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

1
学
校
給
食
に
つ
い
て

2
栄
養
教
諭
制
度
に
つ
い
て

▼
農
業
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

岡
崎
　
基
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
志
賀
町
栗
原
地
先
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
施
設
計

画
に
つ
い
て

1
住
民
説
明
会
の
あ
り
方
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て

2
反
対
住
民
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
理
解
を
図

る
の
か

3
住
民
説
明
会
の
開
催
目
的
と
そ
の
情
報
公
開
に

つ
い
て

S
代
表
質
問
S

S
一
般
質
問
S

譲
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
前
提
と

し
て
影
響
額
を
推
計
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
以
降
も
減
少
傾
向
が
続

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
今
後
の
行
財
政
改
革
に
関

す
る
基
本
方
針
の
策
定
を
急
い
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、今
回
の
改
革
は
、

「
県
行
政
の
よ
り
一
層
の
ス
リ
ム
化

と
効
率
化
の
追
求
」、「
県
と
市
町
村

の
新
た
な
役
割
分
担
と
協
力
関
係
の

構
築
」、「
県
と
県
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

地
域
の
多
様
な
主
体
と
の
協
働
」、

「
施
策
の
選
択
と
集
中
の
徹
底
」
の

四
つ
の
視
点
に
立
ち
、
徹
底
し
た
事

務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。


